
慶應大学の小論文過去問題を一緒に解く小論文サポート 

―平均９割の点数を取得する小論文講師が問題の解き方をオ

ンラインでリアルタイム指導します― 

 

【サービスの概要】 

このサービスは、Skype や ZOOM を使って、小論文試験で平均 9 割の点数を取得する小論文講師（慶應

クラス塾長牛山）が、過去問題を一緒に考え、リアルタイムで指導します。あなたの考え方の癖なども含

めて、小論文試験で合格するポイントを指導します。小論文試験で平均 9 割の点数を取得する、頭の働

かせ方、考え方、思考法、発想法、目の付け所、論理思考、直接肌感覚で感じることで、あなたの小論文

の実力をトップレベルに引き上げるサポートします。一緒に考えた過去問題は、指導終了後、実際に書い

て小論文を提出ください。添削を行います。小論文の書き方については、オンライン授業を無料で開講し

ます。受講いただければすぐに書くことは可能です。 

 

 

小論文を誰に教わるべきでしょうか。 

小論文のレベルを推し量る材料は以下のようなものがあるでしょう。 

一般的に「子供が大切にしている子供基準（偏差値など）」と、「大人が大切にしている大人基準（以下に

紹介するものなど）」は全く異なります。子供基準には、大人は見向きもしないことが多いのです。 

小論文の実力を推し量る基準は以下のようなものでしょう。 



判断材料１：小論文の配点の高さ 

判断材料２：学士・修士・博士でどのレベルか 

判断材料３：出身大学の国際ランキング 

判断材料４：講師が点数をたたき出したかどうか 

判断材料５：慶應大学の小論文試験に対応か 

判断材料６：小論文の専門家か？（書籍を５冊以上出しているか） 

判断材料 7：他大学のエリートと比べられて高い点数であったか 

判断材料８：論文審査に合格しているか（学術誌掲載） 

判断材料９：思考技術が高いか、ライセンスホルダーか？ 

判断材料１０：問題解決能力が高いかどうか 

 

 

【判断材料１：小論文の配点の高さ】 

東大生や京大生の方が、慶應生よりも小論文を書くことができなかった・・・ということは、珍しくあり

ません。 

 

このような問題は、東大の過去問題をやって東大に合格する東大の試験と、小論文試験で高得点をたた

き出す慶應大学の試験の違いです。センター試験で７割取得できなければ、受験すらできない京都大学

が、その試験の後で、小論文試験で学生を選んでも小論文弱者しか採用できないのです。このような事例



を私はたくさん見てきました。 

 

ところで、慶應大学の中で最も小論文の配点が高い学部はどこでしょうか。 

慶應 SFC です。 

 

つまり、慶應大学の中で、小論文のエリート（小論文強者）が集う場所が慶應 SFC と言えます。 

また、小論文の配点が高いツートップの２学部である総合政策と環境情報の両方の学部に合格できた人

は少ないのです。 

 

加えて、これらの試験に一発合格できた人も少ないと言えます。 

本コースの講師の牛山は慶應 SFC の２学部に一発でダブル合格しています。 

 

【判断材料２：学士・修士・博士でどのレベルか】 

学部入試のレベルが 50 

学士のレベルが 100 

修士のレベルが 200 

博士のレベルが 1000 

およそ、このようなレベル感であまり違いはないように思えます。 

上記の内容は、あくまで一般論ですが、だいたいどの大学にも通用します。 



仮に東大でも、慶應でも、学部入試の状態は、高校生レベルなので、文章レベルも国語レベルも、思考力

のレベルも、論文技術のレベルも、知識レベルも、要求水準は高くありません。また、高校生バトルなの

で、中学生とあまり変わらないような文章レベルとも言えます。それでも、書くことができる子はそれな

りの文章を書きます。また、素養はあります。従って、若いから愚か、才能がないというわけではありま

せん。単に学部入試で 80 点でも、大学院修士レベルで換算すると、50 点に満たないことはまったく珍

しくないというだけです。博士レベルで見れば、5 点くらいになってしまうこともあるでしょう。80 点

でも 5 点になるということです。（あえて述べるまでもない極めて普通のことなのですが、このあたりの

レベル感が分からずに失敗する学生があまりにも多いので、強調しておきました。かわいそうです。） 

 

問題は、受験生に関して、現状の文章レベルや、思考レベル、文章技術レベルや、研究レベルは高くない

ことがほとんであるということです。（99,5％と指導歴約 20 年から感じます。）言い換えれば、レベルが

高い講師から学べば、それだけ高みに達することができます。 

高みに達することができるということは、成長スピードも速いということです。 

この判断材料から見て、本コースの牛山は、博士課程に在籍しており、既に全単位取得済みです。 

 

【判断材料３：大学の国際ランキング】 

日本のトップの東大は、40 位くらいです。東工大は 50 位くらいです。 

大学ランキングは意味がないという考え方もあるかもしれませんが、一般的には学位に対する要求水準

などが高いケースが多く、ランキングが高い大学にはレベルが高い教員が集まります。学生も同様にレ



ベルが高い大学に集まる傾向にあります。 

 

（国立）東京工業大学は日本で２位～４位の大学であり、工学系では、世界 14 位ほどです。そのためハ

ーバード大学などと工学系では肩を並べています。 

本コースの牛山は、東京工業大学大学院博士後期課程に在籍しており、アカデミックな論文執筆を若い

学生にアドバイスします。（まだまだ実力を高めるために学び続けます。） 

 



【判断材料４：講師が点数をたたき出したかどうか】 

 

小論文試験の点数は、大事なので、模試を受けましょう。今のあなたの位置づけが分かります。 

 

学部の点数は、修士課程の点数に換算すると低くなります。 

修士課程の点数は博士課程の点数に換算すると低くなります。 

 

従って、信頼度が高いのは、修士課程と博士課程における点数です。 

つまり、学部で仮に 80 点取れても、修士や博士では、50 点以下、５点などとなってしまう（あくまで

ひどいケースの話。ただし、多くのケースに当てはまっています。）ためです。ましてや学部入試のレベ

ルは大変低く問題も簡単です。（受験生は難しいと感じていることが多いようです。） 

 

本コースの講師である牛山は、大学院在学中に、東大卒、東大院卒、東大医学部卒、東大博士課程修了者、

京大卒、旧帝大卒の医師、国立大学出身の医師、ソウル大学卒業者などが在籍するクラスで成績優秀者に

なっています。 

 

また、国立長崎大学博士課程入試において、小論文試験で９割弱の点数を出しています。 

また、東京工業大学大学院博士後期課程に合格し、現在在籍しています。 

 



 

 

【判断材料５：慶應大学の小論文試験に対応か】 

 

慶應大学への合格実績は大切です。（ただし、広告費を払えば増えるのであまりあてにはなりません。） 

慶應大学入試における際立った成果は参考になります。 

当塾では、慶應文系６学部全勝合格など、他の予備校が真似できない成果を出しています。 

 

慶應模試において、小論文試験日本一の成果を３年連続でご報告いただいており、偏差値 87，9 などの



成果もあります。 

 

また、当塾は日本でも数少ない慶應進学専門塾を長年運営しており、慶應大学の小論文試験過去問題約

30 年分について解答・解説を行っています。 

すべて、これらの解答・解説は塾長の牛山が行っています。 

 

本コースでサポートするのも、塾長の牛山です。 

 

 

 

【判断材料６：小論文の専門家か？（書籍を５冊以上出しているか）】 

 

小論文試験について、教えることができるかどうかは大切です。 

 

当塾の講師牛山は以下のような本を出版しています。 

 

・「小論文技術習得講義」 

・「慶應小論文合格 Bible」 

・「慶應 SFC 小論文対策４つの秘訣合格法」 



・「小論文の教科書」 

・「高得点小論文解法集」 

・「牛山慶應小論文７ステップ対策」 

・「看護学部・医学部・看護就職試験小論文対策を 10 日間で完成させる本」 

 

 

 

 

 

上記の他にも小論文の書籍を出版しています。（改訂版あわせて 40 冊弱程度、改訂版多め） 

また、上記の書籍を出版する過程で、小論文教育の歴史、小論文指導の各種理論の妥当性、小論文試験で

高い点数を取る技術、新技術、思考法、高い点数を取得したテクニック、小論文対策のコツ（暴露）など

を行ってきています。 

 

つまり、商業教育の分野で、小論文を教えるプロであり、公教育から依頼され、小論文を学校でも教えて

きました。 

 



【判断材料 7：他大学のエリートと比べられて高い点数であったか】 

講師である牛山は大学院在学中に、東大卒、東大院卒、東大医学部卒、東大博士課程修了者、京大卒、旧

帝大卒の医師、国立大学出身の医師、ソウル大学卒業者などが在籍するクラスで成績優秀者になってい

ます。 

 

つまり、慶應に集まる学生の中でトップだったわけではなく、東大卒を集めての中で通年でトップの成

績だったということになります。 

 

【判断材料８：論文審査に合格しているか（学術誌掲載）】 

「子供が受ける子供試験」が大学入試であれば、「大人が受ける大人試験」が学術誌への投稿ということ



ができるかもしれません。本コースの講師である牛山は、日本国内、海外の論文誌に自身が書いた論文を

掲載しています。一般的にこれらの雑誌における評価は、ダブルブラインド制などと言い、誰が書いたか

分からない、誰が審査しているのかが分からないという公正な審査形式で行われています。 

 

【判断材料９：思考技術が高いか、ライセンスホルダーか？】 

世界一の思考技術集団はどこでしょうか。マッキンゼー社という答えが返ってきそうです。マッキンゼ

ーは経営コンサルティングの会社であり、ハーバードやマサチューセッツ工科大学など、世界一の大学

卒業者（の中の博士号取得者がキャリア組として、幹部候補生として、別格のコースで採用されるなどと

言われることがある。また、そのようにマッキンゼー社出身のコンサルタント教員である大学教授に教

わりました。）が入社できない会社です。このような生え抜きの中で、一部の人が活躍します。そのマッ

キンゼー社のボスであった（代表者であった）大前研一氏に思考技術を教わり、牛山は MBA を取得しま

した。このような高いレベルの思考技術を指導することができます。本コースの講師は、MBA ホルダー

です。 

 

 



【判断材料１０：問題解決能力が高いかどうか】 

暗記力が良くても問題解決能力が高いとは限りません。 

行動力が高くても、問題解決能力が高いとは限りません。 

偏差値が高い、学力がある、資格を持っている、すべて問題解決能力とあまり関係がありません。 

近年入試でこの問題解決能力を見るような問題がよく出ています。 

それでは、何が問題解決能力のポイントなのでしょうか。 

 

問題解決に関する科目の点数の高さと言えるでしょう。 

この問題解決の計測テストとして、慶應 SFC の小論文試験、その他、私が在籍していたマッキンゼー社

の元ボスが運営する大学院があります。この大学院では、問題解決に関する科目や問題解決に関する最

終試験がたくさんありました。 

この大学院において、講師の牛山は、成績優秀者となっており、その際に高い点数を持っていたのは、大

前研一氏です。 

つまり、大前研一氏の評価で（一時的なものにすぎません）成績優秀者になっているということです。（だ

からすごいわけではありません。単に大学院のときそうだっただけの話。）講師の牛山は新しい記憶方法

を考えると読売新聞の記者にインタビューされたり、（読売新聞全国版に８週連続掲載となりました。）

知的財産権である特許を取得しています。つまり発明家です。発明家とは、問題解決者のことです。牛山

が取得した特許は元 ZOZO の前澤氏が、世界一のリツイート回数を実現した方法を自動化する工学的な

ものです。つまり、元 ZOZO の前澤氏が考える 10 年前には、この方法を考えて、特許を取得していた



ことになります。また、日本の技術関連の有名雑誌に「なぜ日本からイノベーションが生まれないのか」

に関する論文を掲載しています。弁護士・弁理士から賛同の論文が寄せられました。 

 

 

ネット情報は、以下の基準のどの基準でも低い人によって 

書かれていることがほとんど 

 

慶應受験生が小論文の書き方でよく間違うのは、間違った情報を信じているためです。ネットで調べて、

ネットで間違うのです。ネットは素人メディアなので、間違いやすいということもあるでしょう。大事な

のでもう一度確認しておきましょう。 

 

判断材料１：小論文の配点の高さ 

→そもそも小論文が難しい試験だったのか？ 

 

判断材料２：学士・修士・博士でどのレベルか 

→レベルはしっかりしているか？ 

 

判断材料３：出身大学の国際ランキング 

→そもそも難しい大学なのか？ 



 

出所）https://www.koukouseishinbun.jp/articles/-/6768 

 

【QS 世界大学ランキング 2023:  国内大学 Top15】 

（2023 ランク（昨年ランク） 大学名） 

23（23）東京大学 

36（33）京都大学 

55（56）東京工業大学 

68（75）大阪大学 

79（82）東北大学 

112（118）名古屋大学 

135（137）九州大学 



141（145）北海道大学 

197（201）慶應義塾大学 

205（203）早稲田大学 

312（285）筑波大学 

338（343）広島大学 

363（386）神戸大学 

392（381）東京医科歯科大学 

490（477）千葉大学 

出所）https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000022.000051856.html 

 

写真：東京工業大学 

 

 



判断材料４：講師が点数をたたき出したかどうか 

→口だけではないか？ 論より証拠。博士課程入試レベルでも９割程度取得している証拠。 

 

 

 

判断材料５：慶應大学の小論文試験に対応か 

→実績はあるのか？ 

 

判断材料６：小論文の専門家か？（書籍を５冊以上出しているか） 

→教育実績があるのか？小論文を教えてきたのか？ 

 



 

判断材料 7：他大学のエリートと比べられて高い点数であったか 

→成果を出せたのか？ 

 

判断材料８：論文審査に合格しているか（学術誌掲載） 

→大人の領域で論文試験で成果を出せたのか？ 

 

判断材料９：思考技術が高いか、ライセンスホルダーか？ 

→MBA は持っているのか？ 

 

 

 

 

 



判断材料１０：問題解決能力が高いかどうか 

→問題解決の素養として SFC に両方一発で受かったか？MBA を持っているか？ 

牛山が東大卒以上の成績になった際の証拠。 

 

 

 

 

 

 



高い成果が出ています 

 

 

 

 

 

 

 



大手が全国 4000 万世帯にチラシを配布して、全力で何十年とお金

を使ってもできなかった？事例 慶應全勝合格達成 

 

大手の予備校でも、全勝合格の事例はあるのかもしれませんが、あまり聞いたことがありません。ご存知

の方がいらっしゃいましたら教えてください。 

 

当塾では小さな塾にもかかわらず、以下のような事例があります。 

 

慶應大学文系全勝合格 

 

 

 

 



E 判定から慶應法学部合格 

 

 

 

入塾後、以下のようになりました。 

 

 



慶應受験生はこれで落ちている 

 

慶應受験生が落ちるパターンは、慶應進学専門塾を 20 年ほど運営してきて、毎年決まっています。そ

のパターンとは、（自分の点数が高い）と思い込んで、低い点数となり落ちるパターンです。上記の意味

で、模試で上位 10％に入っていて、高校生として合格レベルにありそう、そうでなければ、不合格のリ

スクは常にあると考えましょう。 

 模試で上位 10％に入っていない人は、実力があるとは言いにくいでしょう。高校生で上位 10％に

入ることができない人は、大学院レベルでもないし、当然博士レベルでもないのは言うまでもありませ

ん。上位１０％に入ることができる人がコツコツやっているとさらに上位に上がることができるイメー

ジを持っても、（本当はあまり正確ではありませんが）大きな違いはないかもしれません。判断ミスでし

か多くの学生は不合格になっていません。判断ミスの根本にあるのは、レベル感が全くないことです。高

校生が信じているのは偏差値ですが、上記のように、小論文の実力を計測できる可能性がほんのわずか

にあるのは、小論文の偏差値だけです。それ以外は、英検１級関係なし、留学経験関係なし、共通テスト

満点関係なし、学校の偏差値関係なしなのです。 



 



具体例を書けば点数が高いという思い込み 

 

具体例信仰に宗教的にとりつかれている人は、もっとも初歩的な論理の基礎・基本が身についていませ

ん。 

 

 



レベルが高い内容を素直に学べば受かる 

 

多くの学生は、大学受験の段階で、心が大きくなってしまい、素直に学べなくなって落ちます。以下の

ようなイメージです。 

 

 

素直な心になれば簡単に受かります。慶應は簡単です。学部は、初歩段階であり、アンダーグラデュエ

イト（大学院以降が大学という考えが海外ではスタンダード）です。 

 

世界標準の考え方は、大学院が大学です。 

学部受験のレベルでは特に素直になりましょう。まだ上には上がいることを知らない人が損をしてい

ます。学校のテストだけして、〇×テストをやって頭がよくなった気分となってしまい、不合格になる

学生が後をたちません。 

 



何も考えることができないと知識に頼ります 

ネタ学習は、小論文に弱い学生がやる勉強法です。 

 

 

 

高い点数を実現する小論文指導 

慶應大学に合格する上で、簡単な方法は、なるべくレベルが高い先生に一気に引き上げてもらうことで

す。実力がないから不合格になるのではありません。実力は、大学受験生ですから、無くてあたりまえで

す。小論文を書くことができない、思いつかない、解き方が分からない、考え方が分からないという学生

向けに、小論文の解法プロセスを一緒に考えるコースが、本コースとなります。 



 



進め方 

 

以下のような手順で進めていきます。 

Step１⇒ レッスン日までに小論文の過去問題を用意する。⇒  

step２⇒ レッスン時間になったら、Skype、ZOOM など、オンラインシステムでつながる 

step３⇒ 過去問題を一緒に解く。下書きまで作成（ココまでを牛山とマンツーマンで行う） 

step４⇒ 無料開講されている、小論文の授業を受講して、小論文を書く 

step５⇒ 小論文を提出する。（小論文の添削を行います。） 

以下、複数回セットでお申込みされた場合は、step2～５をお申込み回数分繰り返す。 

 

無料開講する小論文の授業 

 

【講座概要】 

小論文の書き方は大学や大学院を卒業している人でも、我流で点数をとることができない構成になっていることが珍し

くありません。小論文指導は現在氾濫しており、何を指針としていいのかを知らない、分からない、理解できない人が増

加中です。やみくもに情報を集めても、意見の違う主張が多いだけであり、点数を取ることができるようになることが難

しい状況があります。 

 

このような状況下では限られた時間内にポイントを的確に教えてもらい、必要なことのみを実行することが大切です。 

※その他、レッスン中に牛山が必要と感じた授業を開講する場合あります。 



受講料・お支払方法・お申込み 

複数回セットでお申込みされると、1 回の料金が割引されます。一度のお申込み回数が多い程、1 回のレッスン料が安く

なります。 

 

回数 指導時間 価格

単発1回 60分 30.000円（税込）

3回指導 180分（60分×3回） 75.000円（税込）

5回指導 300分（60分×5回） 100.000円（税込）

10回指導 600分（60分×10回） 150.000円（税込）

オンラインでリアルタイム小論文指導

 

 

※このコースは、通常は 1 回 60 分指導となりますが、指導が延長した場合、最大 75 分まで無料で延長します。 

※このコースにお申込みをされた方の小論文の添削は、優先添削を行います。 

※このコースにお申込みされた方の小論文添削は、添削ドクターでの添削又は、音声添削のいずれかで行います。 

※小論文の添削も、牛山が行いますので、ご安心下さい。 

 

お支払方法 

現在、メールフォーム作成中の為、お支払は、代金引換郵便、銀行振込、に対応しています。必ず弊社からのメールが受

信できるよう設定後、お申込みのメール送信をお願いします。 

 

お申込 

現在、メールフォーム作成中の為、以下の必要事項（１受講者名、2 住所、3 電話番号、4 連絡先メールアドレス、5 ご希

望のお支払方法、6 お申込み回数）を記載して、リンク先のメールアドレスへメール送信をお願い致します。弊社より、

個別にご連絡致します。 お申込みは、下のボタンをクリックすると、メーラーが開きます。 

 

   

※複数回のお申込みでレッスン料を割引しているため、お申込み後の返金には対応していません。まずはお試ししたい方

や、全ての回数消化できるか不安な方は、1 回ずつお申込み下さい。 

mailto:dijisistem@mx36.tiki.ne.jp?subject=オンラインでリアル小論文指導の申し込み希望


出版されている本の中にはモラル無きものも・・・ 

 

私はかつて大手出版社の編集者と話したがことがあります。その時に、どんな本を書くことができるか

を聞かれました。高い点数の小論文の書籍を書くことができると述べると、「そんなことは望んでいな

い」と言われました。「うちは本が売れればいい」と言われたのです。あなたが持っている本は大丈夫

ですか？ 

 

 

 

 



牛山 プロフィール 

  

 

慶應大学に確実かつ短期間で合格させる慶應義塾大学合格請負人。慶應義塾大学合格の要である、小論文と英語の成績

を専門家として引き上げる為、理系を除く全学部への合格支援実績がある。（学部レベルだけに留まらず、慶應大学法科大

学院へ合格に導く実績もある。）短期間で人を成長させる為の知見を活かし、教え子の小論文の成績を続々と全国１０以内

（ＴＯＰ０，１％以内も存在する）に引き上げる事に成功。１２月時点で２つの模試でＥ判定の生徒を２ヵ月後の本試験

で慶應大合格に導く実績もある。技術習得の専門家として活動する為、英語力の引き上げを得意としており、予備校を１

日も利用させずにお金をかけず、短期間で英語の偏差値を７０以上にして、帰国子女以上の点数を取らせるなどの実績が

多い。慶應大学合格支援実績多数。自分自身も技術習得の理論を応用した独自の学習法で、数万項目の記憶を頭に作り、

慶應大学ＳＦＣにダブル合格する。（その手法の一部は自動記憶勉強法として出版）同大学在学中に起業し、現在株式会社

ディジシステム代表取締役。より高い次元の小論文指導、小論文添削サービスを提供する為にも、世界最高の頭脳集団マ

ッキンゼーアンドカンパニーの元日本、アジア TOP（日本支社長、アジア太平洋局長、日本支社会長）であった大前研一

学長について師事を受ける。ビジネスブレークスルー大学大学院（Kenichi Ohmae Graduate School of Business）経営

管理研究科修士課程修了。（ＭＢＡ）スキルアップの知見を用いることで、牛山自身の能力が低いにも関わらず、同大学院

において、『東大卒、東京大学医学部卒、京都大学卒、東大大学院卒（博士課程）、最難関国立大学卒、公認会計士、医師

（旧帝大卒）、大学講師等エリートが多数在籍するクラス』（平均年齢 35 歳程度）において成績優秀者となる。個人の能力

とは無関係に｢思考・判断力｣｢多くの記憶作り｣等で結果を出すことができるスキルアップコンサルタントとしてマスコミ

に注目される。（読売新聞・京都放送など）他の｢もともと能力が高い高学歴な学習支援者｣と違い、短期間（半年から１年）

で、クライアントを成長させることが特徴。慶應合格のためのお得情報提供（出る、出た、出そう）ではなく、学力増加

の原理と仕組みから根本的に対策を行う活動で奮闘中。現在、東京工業大学大学院博士後期課程在学。 

 マッキンゼーの問題解決思考を上記大学院の学長である大前研一氏から直に師事を受け、各種技術習得、及び,問題解決

型の 学習コンサルティングに活かした活動を行っている。 

 

牛山 恭範 

・スキルアップコンサルタント 

・ヤフー（Ｙａｈｏｏ）知恵袋 専門家回答者 



執筆書籍 

1.「自動記憶勉強法」(単著：2007 年 12 月） 

2.「小論文技術習得講義」(単著：2008 年 2 月) 

3.「自動記憶勉強法 増補改訂版」(単著：2009 年 3 月) 

4.～なぜ人は情報を集めて失敗するのか？～「目標達成論」(単著：2009 年 7 月) 

5.「小論文技術習得講義 増補改訂版」(単著：2009 年 11 月) 

6.「自動記憶勉強法 改定 3 版」(単著：2011 年 4 月) 

7.「勉強法最強化ＰＲＯＪＥＣＴ」(共著：2011 年 6 月) 

8.「慶應大学絶対合格法」(単著：2011 年 9 月) 

9.～なぜ人は情報を集めて失敗するのか？～「目標達成論」 改定新版(単著：2011 年 11 月) 

10.「小論文技術習得講義 改定 3 版」(単著：2012 年 1 月) 

11.「慶應小論文合格バイブル」(単著： 2012 年 5 月) 

12.「機械的記憶法」(単著：2012 年 8 月) 

13.「クラウド知的仕事術」(単著：2012 年 8 月) 

14.「小論文技術習得講義 改訂 4 版」(単著：2013 年 4 月) 

15.「小論文の教科書」(単著：2013 年 6 月) 

16.「速読暗記勉強法」(単著：2013 年 9 月) 

17.「難関私大対策の急所」(単著：2014 年 1 月) 

18.「慶應大学絶対合格法」改定新版(単著：2014 年 3 月) 

19.「慶應小論文合格バイブル」改訂版(単著：2014 年 8 月) 

20.「ＡＯ入試プレゼンテーション対策と合格法」(単著：2014 年 8 月) 

21.「今からでも間にあわせる勉強法・受験法」(単著：2015 年 4 月) 

22.「牛山の慶應小論文７ステップ対策」(単著：2016 年 4 月) 

23.「慶應小論文合格バイブル」改訂 3 版 (単著：2016 年 5 月) 

24.「小論文技術習得講義」改訂 5 版 (単著：2016 年 10 月) 

25.「小論の教科書」改訂新版 (単著：2016 年 12 月) 

26.「慶應大学絶対合格法」改訂 3 版 (単著：2017 年 1 月) 

27.「慶應 SFC 小論文対策４つの秘訣合格法」(単著：2017 年 7 月) 

28.「牛山の慶應小論文７ステップ対策」改定新版(単著：2017 年 9 月) 

29.「看護学部・医学部・看護就職試験小論文対策を 10 日間で完成させる本」(単著 2017 年 12 月) 

30.「慶應小論文合格バイブル」改定 4 版 (単著 2018 年 1 月) 

マスコミ掲載事例一部 

・読売新聞（全国版）学ぼうのコーナーにて 8 回掲載（週間企画） 

・京都放送 ＴＶ番組ポジぽじたまご 会社紹介 平成 23 年 10 月 7 日 

・京都放送 ＴＶ番組ポジぽじたまご 平成 23 年 11 月 4 日放送 

・産経関西 20 年前とは変わった受験事情 平成 23 年 12 月 9 日 



『慶應大学に我が子を確実に合格させる教育法』プレジデント FamilyClub 様（メディア掲載） 

・第 1 回 ⇒「従来の教育法では慶應に益々合格しにくくなる」 

・第 2 回 ⇒「慶應大学合格に必要な要素と中核」 

・第 3 回 ⇒「慶應大学合格に有効な受験対策（前編）」 

・第 4 回 ⇒「慶應大学合格に有効な受験対策（後編）」～「受け身の学習」から「攻めの学習」に変化させる～ 

・第 5 回 ⇒「慶應小論文対策で失敗しないための根本的対策」 

・第 6 回 ⇒「信頼関係と素直な心で慶應受験に強くなる」 

・スピンオフ編 ⇒今からでも時間がなくても国立大学、慶應大学に我が子を合格させる方法 

・スピンオフ編 ⇒逆転合格を可能にする慶應ＳＦＣ小論文対策＜前編＞ 

・スピンオフ編 ⇒逆転合格を可能にする慶應ＳＦＣ小論文対策＜後編＞ 

・スピンオフ編 ⇒【英語】我が子を慶應大学に合格させる英語教育法 

・スピンオフ編 ⇒指導品質を高める「業界初の 100％オンライン小論文添削システム」 

・スピンオフ編 ⇒志望校に合格しやすい「小論文添削サービス」選びの注意点 

・スピンオフ編 ⇒慶應 SFC の小論文対策４つの秘訣合格法 

・スピンオフ編 ⇒全国１位連続輩出講師が教える「小論文の型」と、慶應小論文対策のオススメ参考書 

・スピンオフ編 ⇒医学部と看護学部の受験を成功させる小論文対策 

・スピンオフ編 ⇒（第一回）～勉強しなくても受かる！？～慶應義塾大学法学部 FIT 入試対策のコツと勘所 

・スピンオフ編 ⇒（第二回）～慶應義塾大学法学部 FIT 入試対策に学ぶ～合否を決める「志望理由書の書き方」 

・スピンオフ編 ⇒（第三回）～慶應義塾大学法学部 FIT 入試対策に学ぶ～合格しやすい自己推薦書の書き方と勘所 

・スピンオフ編 ⇒（第四回）～勉強しなくても慶應に受かる！？～ 慶應義塾大学法学部 FIT 入試 A 方式の対策に関す

るコツと勘所 

・スピンオフ編 ⇒（第五回）～勉強しなくても慶應に受かる！？～ 慶應義塾大学法学部 FIT 入試 B 方式の対策に関す

るコツと勘所 

 

外部講師活動・メディア掲載：京都放送様 

 

 

 

 

 

 

 

 

TV 出演（京都放送様） 

 

 

 

 

 

高校での外部講師活動 

 

 

 

 



読売新聞からの取 

   

 

クライアントの実績の一部 （3 年連続小論文模試全国 1 位） 

   
 

・三田の学部でも小論文全国１位輩出。（偏差値 87.9） 

・慶應４学部合格者（法・経・総・環）２年連続輩出。 

・慶應 SFC ダブル合格者６年連続輩出。（記録更新中） 

・慶應大学３学部合格者ほぼ毎年輩出。 

・慶應 SFC 総合政策学部全国模試小論文１位輩出。 

・慶應 SFC 環境情報学部全国模試小論文１位輩出。（偏差値８５以上） 

・英語全国１位（２度）輩出、現代文全国１位輩出。 

・慶應大学の小論文を１万点以上添削した経験あり。 

・慶應関連書籍出版数日本一。 約 30 冊 （自社調べ） 

・慶應関連メディア掲載数日本一。（自社調べ） 



 

写真：塾の前で、慶應４学部合格の公認会計士試験合格辻本さんと記念撮影 （現在事務所は移転しています） 

 

 

追伸：プライドを捨てて合格しよう 

認知能力が高い人は、自分の実力が分かるので謙虚になるという説があります。その反対もまたしかり

ということなのでしょう。（牛山は全面的に賛成というわけでもありませんが大切なことなのでご紹介し

ました。） 

同様な考え方として、「ダニング・クルーガー効果」というものがあります。能力や専門性や、経験の

低い人は自分の能力を過大評価するという理論です。このような説を裏付ける研究報告は実際に多く、

素人ほど誤解しやすいと言えるでしょう。 

慶應大学に不合格になるのも、実は謙虚ではない人です。プライドが高い人ほど、不合格になりやすい

のです。プライドが高い人は、質問できない、学べない、素直に受け入れられないという状況となります。

そのため、実力が伸びず、同じくらいの実力の子に簡単に負けてしまうのです。単に学ばないだけで、自

ら不合格となっています。プライドは捨てましょう。その方が、成績が伸び、合格しやすくなります。 



追伸２ 

不合格の要因は、原則として、判断ミスしかありません。 

頭が悪かったから、運が悪かったから、先生が自分の優れた答案を評価できなかったから・・・全部違

います。 

 

頭が悪いは、努力していない人の言い訳です。 

運が悪いは、これも努力不足の人の言い訳です。運が悪く、調子がよくない時がその人の実力です。 

先生が自分の答案を評価できない・・・は本当に信じている人がいるようですが、論外です。先生は、

実力が高く、自分がその先生の実力を感じ取るだけの力量を得ていないだけです。 

素人は、高い実力を感じ取ることができません。 

能力が低い人は、能力が高い人を感じ取ることができません。 

しかしその反対は、現実に存在します。 

玄人は素人の実力がスケスケに見えています。 

高い実力がある人や天才は、実力が無い人の感覚がスケスケに見えています。 

 

論文試験とは厳しいところがあり、単にがり勉すれば、結果が出る試験ではありません。 

そもそもできる人がいるということです。 

 

論文ができるとは、素養（才能的）×技術レベル×知識・学識レベルのようなものです。 



素養無し、才能なし、技術レベルなし、学識レベル無し、知識なしでは厳しいのです。 

 

ここを勘違いして知識だけで乗り越えようとすると、論文では評価されません。知識テストではないか

らです。一方で知識が無いのも問題です。 

 

不合格になりやすい人は、知識も学識も軽視し、技術レベルなく、考える方法を知らず、知ろうとせず、

何を考えればよいのかが分からず、高い点数を取る人がどのように考えるのかを知らず、知ろうとせず、

適切な考え方、妥当な結論を導出する思考プロセスを学ばず、学ぼうとせず、その必要性を感じず、素養

や才能に敬意を払うことなく、自分が最高の知性なんだと驕り、その結果人のレベルを感じることがで

きなくなり、他者をあなどり、学ぶことができなくなり、自分の至らなさに目がいかなくなり、大事なこ

とを軽視し、試験全体、ライバル全体、先生全体を軽んじて、これらが総合的に認知バイアスとなり、（認

知のゆがみ）判断ミスをすることによって不合格となるのです。 

 

このような実情が論文試験において起こっていることです。 

したがってまず謙虚になることが大事です。 

 

人は謙虚になるという点において、（まあこれくらいでいいだろう）と物事を軽く考えてしまいがちで

す。自分が考えている（まあこれくらいでいいだろう）が間違っている時に苦しみが生じ、困難が生じま

す。無論、人生においてよくある判断ミスとは、今困っていない、今経済的に豊かである、今けがをして



いない、健康である、今うまくいっている・・・という過去の成功体験に基づいて、（まあこれくらいで

いいだろう）という見積もりができ、そこに起因して起こります。 

 

その（まあこれくらいでいいだろう）という判断ミスは、 

学習計画を軽んじることとなり 

面接練習も軽んじることとなり 

知識の補充も軽んじることとなり 

論文の作法も軽んじることとなり 

論文の書き方も軽んじることとなり 

論文の知見や学識も軽んじることとなり 

論文の技術も軽んじることとなり 

問題解決学の知見も軽んじることとなり 

点数をたたき出せる人の勘所も軽んじることとなり 

他者の知性を軽んじることとなり、 

学習方法も軽んじることとなり 

教育経験がある人が、感得している原理原則も軽んじることとなり 

試験そのものも軽んじることとなり、 

事実確認も軽んじることとなり 

事実の収集も軽んじることとなり 



情報の出所、正確性も軽んじることとなり 

センスや才能がある人の感覚も軽んじることとなり、 

学ぶべき内容・授業も軽んじることとなり、 

精神性、コミットも軽んじることとなり 

学習時間も軽んじることとなり 

重要判断基準も軽んじることとなり 

点数をたたきだせるという事実も軽んじることとなり 

学士・修士・博士という学ぶ過程やレベル感も軽んじることとなり 

大学ランキングや、階層的序列も軽んじることとなり 

当然に小論文の配点も軽んじることとなり、 

私達が暮らしているこの社会も軽んじることとなり 

私達が分からない世界、分野も軽んじることとなり 

人生における態度、心構えも軽んじることとなり 

あいさつ、礼儀、作法を軽んじることとなり、 

学ぶことを総じて軽んじることとなり 

謙虚に学び、教えられたことを取り入れていく、自己変容を軽んじることとなります。 

 

自分が変わらない≒成長しない 

 



つまり、変わることができない人は、ずっと成長しない人です。 

どこから始まっていたのかと言えば、判断ミスがすべての原因であり、 

この判断ミスを誘発しているのが、物事を軽んじる態度心構え、その判断を作り出している己の力量に

対する楽観的態度、および他者に対する否定的態度です。 

 

不合格になった時、判断ミスがあったと気づく人は次があります。 

自分の過ちに気付き反省し、がんばりましょう。 

 

 

 

高い点数を実現する小論文指導 

慶應大学に合格する上で、簡単な方法は、なるべくレベルが高い先生に一気に引き上げてもらうことで

す。実力がないから不合格になるのではありません。実力は、大学受験生ですから、無くてあたりまえで

す。小論文を書くことができない、思いつかない、解き方が分からない、考え方が分からないという学生

向けに、小論文の解法プロセスを一緒に考えるコースが、本コースとなります。 



 



進め方 

 

以下のような手順で進めていきます。 

Step１⇒ レッスン日までに小論文の過去問題を用意する。⇒  

step２⇒ レッスン時間になったら、Skype、ZOOM など、オンラインシステムでつながる 

step３⇒ 過去問題を一緒に解く。下書きまで作成（ココまでを牛山とマンツーマンで行う） 

step４⇒ 無料開講されている、小論文の授業を受講して、小論文を書く 

step５⇒ 小論文を提出する。（小論文の添削を行います。） 

以下、複数回セットでお申込みされた場合は、step2～５をお申込み回数分繰り返す。 

 

無料開講する小論文の授業 

 

【講座概要】 

小論文の書き方は大学や大学院を卒業している人でも、我流で点数をとることができない構成になっていることが珍し

くありません。小論文指導は現在氾濫しており、何を指針としていいのかを知らない、分からない、理解できない人が増

加中です。やみくもに情報を集めても、意見の違う主張が多いだけであり、点数を取ることができるようになることが難

しい状況があります。 

 

このような状況下では限られた時間内にポイントを的確に教えてもらい、必要なことのみを実行することが大切です。 

※その他、レッスン中に牛山が必要と感じた授業を開講する場合あります。 



受講料・お支払方法・お申込み 

複数回セットでお申込みされると、1 回の料金が割引されます。一度のお申込み回数が多い程、1 回のレッスン料が安く

なります。 

 

回数 指導時間 価格

単発1回 60分 30.000円（税込）

3回指導 180分（60分×3回） 75.000円（税込）

5回指導 300分（60分×5回） 100.000円（税込）

10回指導 600分（60分×10回） 150.000円（税込）

オンラインでリアルタイム小論文指導

 

 

※このコースは、通常は 1 回 60 分指導となりますが、指導が延長した場合、最大 75 分まで無料で延長します。 

※このコースにお申込みをされた方の小論文の添削は、優先添削を行います。 

※このコースにお申込みされた方の小論文添削は、添削ドクターでの添削又は、音声添削のいずれかで行います。 

※小論文の添削も、牛山が行いますので、ご安心下さい。 

 

お支払方法 

現在、メールフォーム作成中の為、お支払は、代金引換郵便、銀行振込、に対応しています。必ず弊社からのメールが受

信できるよう設定後、お申込みメールの送信をお願いします。 

 

お申込 

現在、メールフォーム作成中の為、以下の必要事項（１受講者名、2 住所、3 電話番号、4 連絡先メールアドレス、5 ご希

望のお支払方法、6 お申込み回数）を記載して、リンク先のメールアドレスへメール送信をお願い致します。弊社より、

個別にご連絡致します。 お申込みは、下のボタンをクリックすると、メーラーが開きます。 

 

 

※複数回のお申込みでレッスン料を割引しているため、お申込み後の返金には対応していません。まずはお試ししたい方

や、全ての回数消化できるか不安な方は、1 回ずつお申込み下さい。 

mailto:dijisistem@mx36.tiki.ne.jp?subject=オンラインでリアル小論文指導の申し込み希望


 

http://www.skilladviser.com/base/sixyouron/sr-2/yoro-sr.html

